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気象
平均気温17℃
降水量1,600mm

生産状況
海抜5～250m、温州みかん98％
目標販売額 20億円以上
農家数 １７１人（共選出荷者）

日本を代表するみかん産地

昭和39年 天皇賞受賞

マルチドリップ
栽培の導入推進
（導入圃場率約5％）

スプリンクラーを
活用した栽培管理

園内道設置や
モノレール
による作業効率化

マルチ栽培による
高品質化
（導入圃場率約25％）

愛媛県八幡浜市真穴地区の概要



真穴地区の持続的産地形成に必要な新技術

〇肥料大量投入の悪循環
着果負担→樹勢後退→化学肥料投入、

液肥散布→土壌酸性化・物理性悪化
→生産減退
〇自動液肥灌水システムの効率的利用

土壌環境改善による環境負荷軽減
（地上部が栽培管理の判断基準）

〇生産量約7,000t（ピーク時の60％）
（気象変動、担い手の減少）

地域全体の栽培技術の平準化
（現状 2.8t/10a → 目標 4t/10a）
→ 園地条件に応じた栽培管理

スマート技術導入による産地発展（暗黙知から形式知化）
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課題①生産量の減少 課題②土壌環境悪化



⚫ 真穴地区トップリーダーを栽培モデルとした生育予測機能を営農指導支援システムに実装

⚫ 生育予測データや出荷データ等を指導員、生産者にフィードバック

出 荷生 産

NEC 
営農指導支援
システム

生産から出荷までのデータを統合的に管理・共有・活用

選果 出荷栽培管理 生育期品質測定 収穫

生育予測機能の精度向上のための
過去の品質・選果データ

（みかん研究所、真穴共選保有）

メッシュ推定気象データ

生育予測機能（AIによる予測）

生育予測による指導
・マルチ敷設時期の参考情報
・施肥時期・内容・方法の指導
・かん水管理の参考情報

選果データの共有
・選果成績をシステムで蓄積
・スマホなどでいつでも参照可能
・随時公開

栽培指導情報の共有
・防除時期や摘果時期など
・講習会資料の公開

栽培管理に活用

栽培サイクル

生産者

課題①営農指導支援システムの活用



圃場状況一覧

ご自身分の園地の状況が一覧で表示

① 品目（極早生、早生など)ごとに絞っ
て圃場を一覧表示できます。他の圃
場と品質を比較するなど概況を把握し
てから、圃場の詳細を確認することが
できます。

② 生育データ（糖度、酸度、横径）は、
当年度の値が表示しています。

③ 過去に栽培していた圃場もあれば一
覧上に表示されます。

④ 各畑の行をタッチすると「生育状況」画
面が開きます。

①

③

②

一覧の中から確認したい
園地の行をタッチすると、
より詳細な生育状況画面を
表示します。(次ページ)

④



生育状況

画面下部
過去３年分の実測値を表示。年度ごとの品質
状況を同じ画面で比較できます。

自身の園地について、園地ごとの生育状況の詳細値を確認。
当年度の定期調査値の推移が確認できる。

見たい園地を選択



生育グラフ

糖度、酸度、横径について、実測値
と目標値をならべてグラフ表示します。
目標値との差異がひと目でわかり、
生育状況を簡単に確認することがで
きます。

目標値より糖度の値が高いケース



選果一覧

重量の色
赤表示：注意事項あり

現在の年度分が初期表示されます。
他の年度も見ることができます。

表示されている年度の合計が
表示されます。

真穴選果場での選果結果が確認できます。選果評価票の単位で一覧表示されます。
選果評価確定時点で日々反映されるため早めに確認できます。

数字部分をタッチする
と選果結果の詳細が見
れます(次頁参照)



栽培管理情報（栽培暦・講習会資料・防除連絡など）を発信
過去に投稿された記事も見ることが可能。

栽培管理情報

タッチすると詳細が
開きます。



圃場ごとに営農日誌が表示されます。
別の畑を参照するには、圃場のプルダウン
①から選択してください。

【アイコンの意味】
作業記録
作業記録がある

訪問アイコン
誰かが見に来た

生育データ
定期調査生育値の記録がある

営農日誌・作業記録

カレンダー様式の営農日誌から圃場ごとの作業記録を登録・確認することができる

①

日誌タブを選択して
営農日誌を表示します。

カレンダーの日付枠
をタッチすると、作
業記録画面に遷移し
ます。(次頁参照)



①:作業期間を入力します。

②:農薬なのか肥料なのかを選択します。
（この白丸〇を左右にずらすと切り替わります）

③:作業名を選択します。
※②で選択した農薬／肥料に対する
作業名を選択してください。
農薬：防除、中耕・除草
肥料：施肥

④:     ボタンを押して、
農薬／肥料名を選択します。
リストにはJAにしうわで指定している
FAMICの農薬および肥料を設定
しています。

複数登録できます。
希釈倍率、使用料を入力します。

⑤:ご自身の園地の一覧が表示されています。
防除施肥を登録する園地にチェックを
付けてください。

複数の圃場の防除と施肥記録を一括で登録できます。

画面説明【防除施肥記録】

①
② ③

④

⑤



気象状況

メニュー「圃場地図」の「環境」

園地ごとの気象カレンダーを表示

【共通設定内容】

1kmメッシュ気象予報データのうち、

・天気、日最高気温、日最低気温

日降水量を表示

カレンダーの下に、積算量を表示。
・月間降水量
・指定日からの積算降水量

年、月を移動

① ②
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課題①結果 S～L階級比率

昨年度の結果では産地と実証農家では大きな差はなく、
よりやや大玉傾向になった。



かんきつ園における土壌pHの現状
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◆土壌pHと温州みかんの収量
pHが低いと、
必要な栄養素を
「吸収できない」

収量の低下

課題②土壌環境悪化

県内温州みかん園の土壌pHの割合（全農えひめ分析【Ｒ２】）

適正範囲：5.5～6.3
全園地の14％
5.5以下
約70％



苦土石灰の投入(標準120kg/10a)

固形の石灰肥料は
作業負担が大きく、
効果がわかりにくい

一般的な酸性土壌改善法

課題②一般的な土壌環境改善技術

〇肥料はアンモニア態窒素を含む
アンモニアの吸収→Ｈ+放出
→土壌の酸性化

土壌酸性化の要因

陽イオン(Ca、Mg供給)
硝酸態チッソの供給

液体石灰肥料とドリップ利用



課題②土壌pHの変化

5.5～6.3

5.5～6.3

5.5～6.3

5.5～6.3

5.5～6.3

5.5～6.3

ドリップによる液体石灰施用により土壌pHは
慣行栽培と比較して改善された。
→効率的に土壌改良を行うことができた。



課題②果実肥大と果実品質
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果実肥大は対照区と差はなし 果実品質は対照区と比較して、糖
度、酸ともに低くなった。

ドリップにより6月～7月に液体石灰肥料を施用したことに

加えて、ドリップによる定期的なかん水を行ったことで、
酸が早く減少し、糖度が対照区より低くなった。



表　調査樹（各区5本）の収量・1果重・果皮色・葉色の比較

収量 1果重 果皮色 葉色

（㎏） （対照区比） （g） （a値） （SPAD）

A 実証区 10.8 123% 95.9 32 86.2

対照区 8.8 100.4 31.5 84.2

B 実証区 12.7 120% 83.6 32.1 83.5

対照区 10.6 82.9 30.7 80.4

C 実証区 6 98% 83.3 34.2 84.7

対照区 6.1 78.7 33.6 78.3

試験区

表　試験区の出荷量（出荷データ）

面積 総出荷量 出荷量/10a

（a) （㎏） （㎏） （対照区比）

A 実証区 13.6 4254 3123 139%

対照区 5 1124 2249

B 実証区 18 9975 5542 168%

対照区 15 4948 3299

C 実証区 8.9 2953 3318 107%

対照区 22 6854 3115

試験区

各区5本の調査樹についても、
早生の実証区の収量/㎥は、
対照区より多かったが、中
生は同程度であった。
果皮色・葉色ともに、実証
区で濃い傾向であった。

成果目標
平均単収2.8t/10a→3.4t/10a

早生２園地は、目標増加割合
を概ね達成できたが、中生１
園地は、浮皮の多発などが影
響し、達成できなかった。

課題②液体石灰肥料とドリップ



成果目標：土壌改良・施肥に係る年間作業時間30％削減
早生園地は、概ね30％削減できたが、収穫期が遅い中生園地は、秋
肥を液肥・固形肥料併用としたため、削減できなかった（本年度は、
夏肥・秋肥の施用時間を比較）。

A対照
早生

A実証
早生

B対照
早生

B実証
早生

C対照
早生

C実証
早生

課題②施肥土壌改良にかかる作業時間



期待される効果

産地全体で栽培技術の向上・平準化

産地全体で営農指導支援システムの活用
→ 生育予測機能による栽培管理
→ 園地条件対応・気象変動に強い栽培管理
→ S～L階級80％以上、年間収量7,000ｔ以上

産地全体で栽培環境の改善

産地全体の土壌環境改善
→ 酸性土壌の効率的改善技術普及

（肥料効率的利用と施肥時間30％削減）
→ 液体石灰資材 資材の積極的利用による

土壌環境改善
→ 生産量向上

スマート技術導入による産地の持続的発展



産地における経営全体の目標達成シナリオ（令和8年度末）

課題①栽培モデルシェアリングによる品質向上
営農指導支援システムの利用率を70％にまで拡大
栽培技術の高位平準によりS-L階級比率80％と平均単収向上（2.8t/10a⇒3.5t/10a）
175ha（面積250haの70％）の園地で営農指導支援システム利用 ⇒ 1,225t生産量増加

課題②土壌改良と施肥作業の集約
自動液肥灌水システム導入園の単収向上 2.8t/10a ⇒ 4.0t/10a
自動液肥灌水システムは現在20haの導入が計画されており、今後も増加見込み
⇒20haで40％%反収増加 ⇒ 生産量が240t増加
⇒自動液肥灌水システム導入がさらに進めばさらに生産量増加

課題①+課題②合計で1465t増加およびS-L階級比率80％以上による平均単価向上

栽培面積減少とともに生産量減少

スマート農業技術導入による予想増加量
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平均単収増加およびS－L階級比率80％の達成により
産地全体の生産量7,000 t以上および生産額20億円の達成
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